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例

言

一
、
本
書
は
故
清
水
汲
古
氏
が
自
ら
の
蔵
書
に
つ
い
て
識
し
た
分
類
体
の

略
解
題

｢

汲
古
儲
蔵
志｣

自
筆
稿
本
八
巻
の
う
ち
、
頁
数
の
関
係
で
、

前
号
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
索
引
部
分
を
翻
印
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
翻
字
は
な
る
べ
く
原
本
の
お
も
か
げ
を
と
ど
め
る
こ
と
に
努
め
た
が
、

印
刷
上
制
約
が
あ
り
原
本
そ
の
ま
ま
の
形
は
と
っ
て
い
な
い
。

１
、
漢
字
は
新
旧
別
体
を
生
か
し
、
類
似
の
字
体
で
翻
印
し
た
。

２
、
字
詰
・
字
配
り
や
字
の
大
き
さ
は
、
印
刷
上
の
制
約
の
た
め
必
ず

し
も
原
本
ど
お
り
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

３
、
原�
者
は
書
名
の
下
に
収
録
さ
れ
る
巻
数
と
丁
数
と
を
―
で
連
い

で
記
し
て
い
る
が
、
本
翻
印
で
は
論
集
第
四
十
二
輯(

○
は
承
前
と

あ
る
第
四
十
三
輯)

の
掲
載
頁
数
に
改
め
た
。

４
、
本
翻
印
を
お
許
し
下
さ
っ
た
清
水
汲
古
氏
御
遺
族
に
あ
つ
く
御
礼

申
し
上
げ
る
。
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索
引

あ
青
標
紙

�
三
三
七

商
人
夜
話
草

�
三
四
一

明
鴉
墨
画
廼�両
襠

�
三
三
六

芦
分
船

�
二
七
四

吾
妻
紀
行

�
二
七
八

吾
嬬
路
之
記

�
二
七
八

有
馬
湯
山
記

�
二
七
五

有
馬
山
温
泉
小
鑑

�
二
七
五

有
馬
六
景

�
二
九
七

い
い
さ
よ
い
の
日
記

�
三
一
一

い
な
ご

�
三
三
一

一
休
和
尚
法
語

三
六
〇

一
休
は
な
し

三
六
七

一
休
関
東
咄

三
六
八

一
休
諸
国
物
語

三
六
八

一
之
富
當
眼
草��
�
三
三
六

伊
曽
保
物
語

三
七
一

伊
勢
物
語

�
三
〇
七

伊
香
保
志

�
二
八
五

爲
愚
痴
物
語

三
五
七

爲
人
鈔

三
五
九

異
本
日
本
絵
類
考

�
三
四
六

諌
草

三
五
九

狗
張
子

三
七
〇

犬
百
人
一
首

�
三
三
一

當
世
下
手
談
義

�
三
三
二

う
う
す
ゆ
き
物
語

三
六
六

宇
治
拾
遺
物
語

�
三
〇
九

浮
世
物
語

四
〇
〇
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(�
三
四
〇)



浮
世
続
絵
尽

四
一
九

え
江
戸
職
人
哥
合

四
一
八

江
戸
砂
子
温
故
名
蹟
志

�
二
八
〇

江
戸
繁
昌
記

�
二
八
三

江
戸
名
所
花
暦

�
二
八
三

江
戸
遊
覧
花
暦

�
二
八
二

江
戸
名
所
図
会

�
三
〇
〇

江
戸
切
絵
図

�
三
〇
三

江
戸
風
景

�
三
〇
五

江
戸
時
代
の
書
目

�
三
二
六

江
戸
名
所
百
人
一
首

�
三
三
二

江
戸
当
時
諸
家
人
名
録

�
三
四
三

江
戸
時
代
初
期
絵
入
本
百
種

�
三
二
九

江
都
二
色

四
二
〇

絵
師
草
紙

四
一
八

絵
入
淨
瑠
璃
史

�
三
三
〇

絵
本
江
戸
土
産

�
三
〇
一

絵
本
名
物
浪
花
の
な
が
め

�
二
九
七

艶
道
通
鑑

四
一
四

お
お
あ
ん
お
き
く
物
語

�
三
三
七

お
さ
な
源
氏

三
七
三

を
ん
な
仁
義
物
語

三
六
二

お
俊
傳
兵
衛
十
七
年
忌

四
二
一

大
坂
物
語

三
九
三

女
郎
花
物
語

三
六
三

女
諸
礼
集

三
七
九

女
重
宝
記

三
八
一

往
生
要
集

�
三
〇
七

伽
婢
子

三
七
五

落
穗
集

�
三
三
七

落
穗
集
追
加

�
三
三
七

御
曽
子
し
ま
渡

�
三
一
六

温
故
年
中
行
事

四
二
一

温
泉
游
草

�
二
七
五
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音
曲
玉
渊
集

�
三
四
四

か
可
笑
記

三
五
五

可
笑
記
評
判

三
五
六

下
学
集

�
三
二
三

仮
名
列
女
傳

三
六
一

仮
名
世
説

�
三
三
八

仮
名
草
子

�
三
二
九

華
夷
通
商
考

�
二
七
〇

嘉
永
武
鑑

�
三
二
六

家
藏
松
会
板
之
書
目

�
三
二
六

甲
子
吟
行

�
三
三
二

改
正
人
国
記

�
二
六
七

懐
宝
道
中
図
鑑

�
二
九
三

開
元
天
宝
遺
事

�
三
二
四

鑑
草

三
五
七

鎌
倉
諸
藝
袖
日
記

四
一
六

鴨
長
明
海
道
記

�
二
七
七

河
内
名
所
図
会

�
二
九
八

方
言
修
行
金
草
鞋

�
三
三
五

軽
口
大
矢
数

�
三
三
四

紙
漉
重
宝
記

�
三
四
二

新
編
鎌
倉
志

�
二
八
〇

活
版
経
籍
考

�
三
四
二

堪
忍
記

三
六
四

堪
忍
袋

�
三
四
〇

勧
学
院
物
語

三
六
五

簡
礼
集

三
七
八

款
識�
例

�
三
二
六

環
斎
紀
聞

�
三
三
七

観
音
和
談
抄

�
三
四
〇

還
魂
紙
料

�
三
三
九

き
� (

マ
マ)

園
物
語

三
五
三

吉
利
支
丹
退
治
物
語

三
八
六

鬼
利
至
端
破
却
論
傳

三
八
七

― 214 ―



木
曽
路
之
記

�
二
八
六

岐
蘇
路
安
見
絵
図

�
三
〇
六

義
経
記

�
三
一
二

稀
書
觧
説

�
三
三
〇

�
陽
志

�
三
三
七

清
水
物
語

三
五
二

清
水
の
御
本
地

�
三
一
五

九
想
詩
絵
抄

四
一
八

休
息
句
合

�
三
三
一

狂
哥
咄

三
六
九

狂
哥
旅
枕

�
三
三
一

狂
言
記

�
三
一
八

狂
言
記
拾
遺

�
三
二
〇

京
の
水

�
二
七
三

京
羽
二
重
大
全

�
二
七
三

教
訓
差
出
口

�
三
三
二

享
保
よ
み
賣
は
や
り
唄

�
三
三
六

杏
雨
印
譜

�
三
四
六

�花
男
な
さ
け
の
遊
女

四
二
〇

近
代
名
家
著
述
目
録

�
三
二
六

近
世
竒
跡
考

�
三
三
九

金
璧
故
事

�
三
二
四

金
々
先
生
栄
花
夢

�
三
三
五

伊
達
家
本
金
句
集

�
三
二
七

襟
帯
集

�
三
四
二

く
車
僧
草
子

�
三
一
一

け
京
城
勝
覧

�
二
七
二

傾
城
評
判
記

�
三
三
四

経
籍
訪
古
志
初��
本

�
三
四
二

慶
長
以
来
書
賈
集
覧

�
三
三
〇

慶
長
見
聞
集

�
三
四
三

源
氏
小
鏡

�
三
二
〇

同

�
三
二
二

玄
同
放
言

�
三
三
八
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玄
抄
類
摘

�
三
四
一

こ
こ
あ
つ
も
り

�
三
一
五

こ
を
と
こ
の
さ
う
し

�
三
一
五

こ
わ
た
き
つ
ね

�
三
一
六

小
口
合

四
二
一

小
町
物
語

�
三
一
八

古
今
役
者
物
語

四
二
〇

五
雜
組

�
三
二
四

骨
董
集

�
三
三
九

好
色
一
代
男

四
〇
六

好
色
一
代
女

四
〇
八

好
色
五
人
女

四
〇
八

好
書
雑
載

�
三
四
四

晃
山
勝
概

�
二
八
五

廣
益
書
籍
目
録

�
三
二
五

国
花
万
葉
記

�
二
六
六

言
葉
よ
せ

�
三
二
三

諺
草

�
三
二
三

さ
さ
る
源
氏
草
紙

�
三
一
七

狹
衣

�
三
〇
八

西
行
物
語

�
三
〇
九

西
行
物
語
絵
巻

�
三
〇
九

西
鶴
諸
国
は
な
し

四
〇
七

西
鶴
本

�
三
二
九

再
校
江
戸
砂
子
温
故
名
蹟
志

�
二
八
〇

采
覧
異
言

�
三
三
八

西
遊
日
簿

�
二
八
九

三
芝
居
役
者
絵
本

四
二
〇

讃
嘲
記
時
之
太
鞁

四
〇
三

し
し
だ
れ�
四
二
〇

し
ゆ
て
ん
童
子

�
三
一
七

四
し
や
う
の
哥
合

四
一
九
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死
靈
觧
脱
物
語
聞
書

三
八
九

紙
魚
の
昔
か
た
り

�
三
四
六

地
錦
抄

�
三
四
三

信
貴
山
縁
起
絵
巻

�
三
一
一

鹿
の
巻
筆

�
三
三
四

繁
野
話

�
三
三
二

島
原
記

三
九
四

釋
伽
の
本
地

�
三
一
三

朱
雀
遠
目
鏡

四
〇
四

朱
雀
信
夫
摺

四
〇
五

拾
遺
都
名
所
図
会

�
二
九
四

拾
遺
東
京
名
勝
画
詞

�
三
〇
六

聚
楽
物
語

三
九
一

書
林
清
話

�
三
四
五

諸
国
因
果
物
語

四
一
二

諸
州
巡
覧
記

�
二
六
六

商
人
夜
話
草

�
三
四
一

十
二
た
ん
さ
う
し

�
三
一
四

女
訓
抄

三
六
一

正
直
咄
大
鑑

�
三
三
四

祥
刑
要
覧

�
三
四
一

諸
国
巡
覧
懐
宝
道
中
図
鑑

�
二
九
三

家
藏
松
会
板
の
書
目

�
三
二
六

信
長
記

三
八
九

人
倫
訓
蒙
図�
四
一
九

壬
戌�
旅
漫
録

�
二
七
八

新
う
す
ゆ
き
物
語

四
一
三

新
編
鎌
倉
志

�
二
八
〇

新
編
武
藏
風
土
記��
�
二
八
二

新
鑑
草

�
三
四
〇

新�
紙
鑑

�
三
四
二

新�
洋
学
年
表

�
三
二
八

新
説
百
物
語

�
三
三
三

す
還
魂
紙
料

�
三
三
九

住
吉
物
語

�
三
一
〇
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せ
世
間
胸
算
用

四
一
二

聖
賢
像
賛

四
一
七

成
簣
堂
善
本
書
目

�
三
二
七

摂
州
有
馬
山
勝
景
図

�
二
九
六

�
集
抄

�
三
〇
八

剪
燈
新
話
句
觧

�
三
四
三

�
注
和
名
類
聚
抄

�
三
二
四

善
光
寺
本
地

�
三
一
三

そ
曽
我
物
語

�
三
一
二

増
益
書
籍
目
録

�
三
二
五

藏
書
印
譜

�
三
四
五

続
藏
書
印
譜

�
三
四
五

増
補
華
夷
通
商
考

�
二
七
〇

続
江
戸
砂
子

�
二
八
一

続
東
京
名
勝
画
詞

�
三
〇
五

続
狂
言
記

�
三
一
九

続
膝
栗
毛

�
三
三
三

従
夫
以
来
記

�
三
三
五

た
た
か
た
ち

�
三
一
四

た
ま
か
つ
ら

�
三
一
九

他
我
身
の
上

三
五
六

大
佛
物
語

三
五
三

内
裏
雛

�
二
七
一

竹
と
り
物
語

�
三
〇
七

沢
庵
和
尚
鎌
倉
記

三
九
七

糺
物
語

三
五
四

伊
達
家
本
金
句
集

�
三
二
七

�
尾
年
代
記

�
三
三
九

丹
後
国
天
橋
図

�
二
九
五

ち
千
代
の
友
鶴

四
一
九

竹
斎

三
九
五
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塵
塚
物
語

�
三
四
四

著
作
堂
一
夕
話

�
三
三
八

町
人�
�
三
三
九

町
人�
底
拂

�
三
四
〇

朝�
征
伐
記

三
九
二

聴
訟�
案

�
三
四
一

つ
つ
く
ば
山
恋
明
書
并
名
所

四
一
七

つ
れ
つ
れ
草

�
三
〇
九

通
念
集

�
二
九
〇

月
次
の
あ
そ
び

四
二
〇

て
貞�
狂
哥
集

�
三
三
一

鉄
槌
増
補

三
七
七

と
渡
世
身
持
談
義

四
一
六

東
海
道
名
所
記

三
九
七

東
海
道
駅
路
の
鈴

�
二
七
七

東
海
道
名
所
図
会

�
二
九
九

東
海
道
五
十
三
次
続
絵
狂
哥

入

�
二
九
九

東
海
木
曽
両
道
中
懐
宝
図
鑑

�
二
九
三

東
京
名
勝
画
詞

�
三
〇
五

東
都
歳
時
記

�
二
八
四

東
遊
記
・
西
遊
記

�
二
六
七

同

�
二
六
九

棠
陰
比
事

�
三
四
一

棠
陰
比
事
物
語

三
七
二

な
な
ゝ
く
さ
草
紙

�
三
一
六

長�
む
じ
ん
物
語

三
八
四

長�
虫
眼
鏡

三
九
九

長�
夜
話
草

�
二
八
八

長�
聞
見
録

�
二
八
九

長�
行
役
日
記

�
二
八
九
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長�
土
産

四
〇
五

同

�
二
九
〇

長
哥
こ
き
ん
し
う

�
三
三
六

難
波
鑑

三
九
九

浪
花
講
定
宿
図
会

�
二
九
三

七
十
一
番
哥
合

四
一
八

男
重
宝
記

三
八
二

男
女
諸
礼
宝
鑑

三
八
〇

南
畝
莠
言

�
三
三
八

南
都
名
所
道
筋
記

�
二
七
六

難
波
物
語

四
〇
二

に
日
光
名
勝
記

�
二
八
五

日
本
歳
時
記

�
二
七
〇

日
本
釋
名

�
三
二
三

日
本
書
籍
目
録

�
三
二
五

日
本
山
海
名
産
図
会

�
二
九
二

日
本
山
海
名
物
図
会

�
二
九
一

日
本
永
代
藏

四
一
〇

烹
雜
の
記

�
三
三
八

偐
紫
田
舍
源
氏
錦
絵

四
一
八

ぬ
塗
籠
本
伊
勢
物
語

�
三
〇
七

ね
ね
こ
鼡
大
友
の
ま
と
り

�
三
三
四

ね
ご
と
草

三
六
五

ね
物
か
た
り

四
〇
二

の
野
澤
名
物
焼
蛤

四
一
五

野
槌

三
七
六

は
は
ち
か
つ
き

�
三
一
五

は
ら
だ

�
三
一
五
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梅
園
日
記

�
三
四
〇

咄
の
絵
有
多

�
三
三
三

浜
出
草
紙

�
三
一
七

早
引
浪
花
講
定
宿
図
会

�
二
九
三

張
替
行
燈

四
一
八

ひ
菱
川
月
次
の
あ
そ
ひ

四
二
〇

百
八
町
記

三
五
四

百
人
女
郎
品
定

四
一
八

兵
庫
名
所
記

�
二
七
六

貧
人
太
平
記

四
一
一

ふ
ぶ
ん
ぶ
く
ち
や
か
ま

�
三
三
五

武
道
傳
来
記

四
一
〇

武
左
衛
門
口
傳
咄

�
三
三
四

武
江
年
表

�
三
二
七

風
流
謡
年
代
記

�
三
四
二

分
間
江
戸
絵
図

�
三
〇
二

文
房
四
譜

�
三
四
五

へ
平
家

�
三
一
〇

平
洲
先
生
小
語

�
三
四
二

辨
慶
物
語

�
三
一
六

辨
疑
書
目
録

�
三
二
五

ほ
ほ
ん
て
ん
國

�
三
一
七

補
遺
東
京
名
勝
画
詞

�
三
〇
六

北
斎
道
中
画
譜

四
一
九

北
里
歌

四
二
〇

北
里
十
二
時

四
一
八

北
州
異
素
六
帖

�
三
三
三

北
國
一
覧
写

四
二
〇

北
窓�
談

�
三
三
八

北
越
雪
譜

�
二
八
七
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墨
水
遊
覧
誌

�
二
八
二

墨
場
必
携

�
三
二
八

ト
養
狂
哥
集

四
一
九

ト
養
狂
謌

四
一
九

保
元
平
治
物
語

�
三
一
一

本
朝
女
鑑

三
六
三

本
朝
二
十
不
孝

四
〇
九

本
朝
藤
陰
比
事

四
一
三

ま
真
澄
遊
覧
記

�
二
八
七

万
葉
用
字
格

�
三
四
一

み
身
延
の
み
ち
の
記

�
二
七
九

身
延
鑑

�
二
七
九

身
延
山
図
経

�
二
七
九

三
升
増
鱗
祖

�
三
三
五

美
作
略
史

�
三
三
七

都
名
所
図
会

�
二
九
三

都
名
所
三
十
景

�
二
九
五

む
武
藏
あ
ふ
み

三
八
八

武
者
物
語

三
九
五

夢
遊
集

三
六
〇

方
言
修
行
金
草
鞋

�
三
三
五

新
編
武
藏
風
土
記�
�
二
八
二

室
町
殿
物
語

�
三
二
〇

め
名
山
勝
概
図

四
一
八

名
物
浪
花
の
な
か
め

�
二
九
七

も
蒙
求
標
題
俚
諺
鈔

�
三
二
五

尤
の
雙
紙

三
八
四

元
の
も
く
あ
み
物
語

三
九
八
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や
野
山
名
靈
集

�
二
九
一

和
州

や
ま
と

巡
覧
記

め

ぐ

り

�
二
七
六

薬
師
通
夜
物
語

三
八
五

ゆ
ゆ
か
た
合

四
二
〇

由
来
明
鑑
集

三
七
八

友
禪
ひ
い
な
形

四
一
九

酉
陽
雑
爼

�
三
二
四

夢
物
語

�
三
三
七

よ
よ
こ
笛
草
紙

�
三
一
七

餘
景
作
り
庭
の
図

四
一
九

雍
州
府
志

�
二
七
一

擁
書
漫
筆

�
三
三
八

用�
箱

�
三
三
九

養
生
訓

�
三
三
八

吉
原
こ
ま
さ
ら
い

四
〇
二

吉
原
恋
の
道
引

四
〇
四

吉
原
十
二
時

四
一
八

吉
原
十
二
時
狂
哥
合
集

四
一
八

吉
原
遊
君
す
か
た
見

四
一
七

吉
原
は
や
り
小
哥
総
ま
く
り

�
三
三
六

吉
野
山
獨
案
内

�
二
七
七

淀
川
両
岸
一
覧

�
二
九
八

り
理
非
鑑

三
五
八

理
斎
隨
筆

�
三
四
〇

略
可
法

�
三
四
二

劉
向
列
女
傳

�
三
四
一

料
理
物
語

三
八
三

両
道
中
懐
宝
図
鑑

�
二
九
三
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る
類
校
注
釈
金
璧
故
事

�
三
二
四

れ
歴
世
女
装
考

�
三
三
九

わ
和
国
諸
職
絵
つ
く
し

四
一
七

和
州
吉
野
山
勝
景
図

�
二
九
六

和
州
巡
覧
記

�
二
七
六

�
注
和
名
類
聚
抄

�
三
二
四

(
了)
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解

題

汲
古
儲
藏
志
八
巻
附
索
引

清
水
汲
古

昭
和
五
八
年
六
月
序

(

自

筆
・
ペ
ン
書)
大
八
冊

海
松
色
表
紙

(

二
五
・
九
×
一
八
・
四
糎)

単
辺
題�僉
に

｢

汲
古
儲
藏

志

巻
一

(

―
三)｣

、
橙
色
表
紙
同

｢

汲
古
儲
藏
志

巻
四

(

五)｣

、
濃

茶
色
表
紙
同

｢

汲
古
儲
藏
志

巻
六

(
―
八)｣

と
識
さ
る
。

扉
、
後
に
述
べ
る
罫
紙
中
央
に

｢
汲
古
儲
藏
志

巻
一

(

―
三)

(

隔

一
行)

假
名
草
子

上

(

中
・
下)｣

、｢

汲
古
儲
藏
志

巻
四

(

隔
一
行)

浮
世
草
子
／
繪

本｣

、｢

汲
古
儲
藏
志

巻
五(
隔
一
行)

地
誌
・
紀
行｣

、

｢

汲
古
儲
藏
志

巻
六

(

隔
一
行)

名
所
圖
會
・
繪
圖｣
、｢
汲
古
儲
藏
志

巻
七

(

隔
一
行)

古
物
語
・
室
町
物
語
／
辞

書
・
書

目｣
、｢

汲
古

儲
藏
志

巻
八

(

隔
一
行)

狂

歌
・
誹

諧
／
讀
本
・
滑
稽
本
・
洒
落

本
／
咄

本
・
草

雙

紙
／
隨

筆

等
／
索

引｣

。

凡
例
一
丁
を
冠
せ
、
畧
称
表
、
通
四
丁

(

表
第
三
行
ま
で)

、
三
行
を

隔
て
総
目
、
通
四
丁
。

内
題
な
く
、
二
行
取
り
で

｢

一
、
假
名
草
子｣

と
小
題
、
次
行
に
赤

色
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で

(

教
義
、
教
訓)

と
分
類
を
示
し
、｢

清
水
物
語｣

と
題
し
解
説
を
識
す
。

本
文
は
、
裏
丁
に

｢

コ
ク
ヨ

ケ
イ
―
10｣

と
横
書
さ
れ
た
双
辺

(

二

〇
・
三
五
×
一
三
・
九
五
糎)

有
界
一
三
行
の
藍
刷
印
刷
罫
紙
使
用
。
罫

紙
は
紙
質
の
違
い
か
ら
購
入
時
期
を
異
に
す
る
二
種
の
も
の
を
使
用
し
た

か
と
思
わ
れ
る
。
第
一
冊
二
七
丁
、
以
下
全
て
通
丁
に
て
第
二
冊
五
八
、

第
三
冊
八
五
、
第
四
冊
一
一
〇
、
第
五
冊
一
四
九

(

表
ま
で)

、
第
六
冊

一
七
五

(

表
ま
で)

、
第
七
冊
二
一
二

(

表
ま
で)

、
第
八
冊
二
三
九
、
以

下
索
引
、
通
二
四
八
丁
。
第
五
―
七
の
裏
丁
未
記
載
の
冊
を
除
き
全
冊
巻

末
に
遊
紙
一
丁
綴
じ
ら
る
。
青
色
イ
ン
ク
の
万
年
筆
で
記
さ
れ
、
ま
ま
標

記
、
貼
紙
、
訂
正
、
挿
入
紙
な
ど
あ
り
。
挿
入
紙
に
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
書
を

含
む
。
各
書
名
は
二
行
を
隔
て
て
識
さ
れ
る
を
原
則
と
す
る
も
、
絵
本
・

地
誌
・
古
物
語
・
室
町
物
語

(

一
九
五
丁
よ
り
二
行
空
き)

・
辞
書
・
書

目
・
狂
歌
・
誹
諧
以
下
、
又
分
類
項
目
の
朱
書
の
部
分
も
ま
ま
一
行
空
き

の
箇
所
が
あ
る
。
本
文
を
一
格
下
げ
て
記
す
た
め
、
第
二
冊
の
三
一
―
三

四
、
三
六
―
三
八
、
四
一
―
四
四
丁
ま
で
押
界
で
横
線
、
四
六
以
下
は
鉛

筆
で
横
線
を
引
き
見
当
と
す
。
四
六
―
一
〇
三
、
二
〇
四
―
二
一
二
、
二

三
四
裏
―
二
三
九
表
。

因
み
に
扉
に
複
数
の
小
題
を
記
せ
る
も
の
の
始
ま
り
の
丁
数
を
示
せ
ば
、

繪
本
一
〇
四
、
辞
書
・
書
目
二
〇
〇
、
讀
本
・
滑
稽
本
・
洒
落
本
二
一
五
、
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咄
本
・
草
雙
紙

(

赤
本
・
黄
表
紙
・
合
巻)

二
一
八
、
隨
筆
等
二
二
三
。

索
引
は
中
央
に
複
線
を
引
き
、
上
下
二
段
に
分
た
る
。
あ
―
わ
ま
で
各

項
一
行
を
隔
て
て
書
名
を
載
せ
、
横
線
を
引
き
て
所
収
さ
れ
る
巻
と
丁
と

を
ハ
イ
フ
ン
で
繋
い
で
表
形
式
に
記
載
さ
る
。
こ
れ
は
本
翻
印
で
は
翻
字

掲
載
号
の
該
当
す
る
頁
に
改
め
た
。

な
お
や
や
古
色
を
帯
び
た
罫
紙
に
識
さ
れ
る
の
は
絵
本
一
〇
四
―
一
一

〇
、
地
誌
・
紀
行
一
一
一
―
一
四
九
、
名
所
図
会
・
絵
図
一
五
〇
―
一
六

〇
、
古
物
語
・
室
町
物
語
一
七
六
―
一
九
五
、
辞
書
・
書
目
二
〇
〇
―
二

〇
三
、
狂
歌
・
誹
諧
二
一
三
―
二
三
四
丁
で
あ
る
。

こ
の
手
書
の
解
題
は
、
第
一
―
三
、
四
―
六
、
七
・
八
の
夫
々
が
折
畳

紙
に
入
れ
ら
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
。

�
者
の
清
水
汲
古
氏
に
つ
い
て
は
御
遺
族
の
意
向
も
あ
り
、
極
単
簡
に

識
す
に
と
ど
め
る
。
明
治
丗
六
年
東
京
の
生
れ
。
東
京
商
科
大
学
卒
業
後
、

会
社
に
勤
務
。
為
事
の
関
係
か
ら
南
米
を
視
察
、
ま
た
台
湾
に
駐
在
し
た

時
期
も
あ
っ
た
と
云
う
。
い
つ
も
古
書
店
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
目
録
を
机

に
拡
げ
、
丹
念
に
見
て
い
た
と
の
こ
と
。
毎
土
曜
の
午
後
に
は
神
田
神
保

町
の
古
書
街
に
出
掛
て
い
た
ら
し
い
。
本
目
録
に
記
載
の
所
謂
る
工
具
書

を
参
考
に
、
実
地
に
書
物
を
較
べ
て
見
る
と
い
う
作
業
を
行
っ
て
い
た
様

子
が
本
書
の
記
載
か
ら
如
実
に
窺
わ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
の
会
員

で
、
上
智
大
学
の
人
た
ち
と
親
し
く
、
そ
う
し
た
関
係
か
ら
か
天
理
図
書

館
の
機
関
誌
ビ
ブ
リ
ア
が
毎
号
送
ら
れ
て
き
て
い
た
と
の
こ
と
。
ま
た
大

漢
和
辞
典
の
校
正
を
し
て
い
た
と
い
う
話
も
あ
る
。

翻
印
で
新
旧
別
体
の
漢
字
を
成
可
く
生
か
し
た
の
も
実
は
そ
う
し
た
昭

和
五
十
年
代
の
一
人
の
云
わ
ば
漢
字
生
活
が
面
白
か
っ
た
か
ら
で
他
意
は

な
い
。
た
だ
こ
の
新
旧
別
体
の
文
字
は
必
ず
し
も�
述
対
象
で
あ
る
原
典

通
り
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
自
ら
の
文
字
遣
い
で
書
換
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
だ
け
は
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

本
書
は
先
に
も
触
れ
た
如
く
、
本
は
比
べ
て
始
め
て
分
る
も
の
だ
と
い

う
基
本
的
な
考
え
に
忠
実
で
、
そ
の
こ
と
が
快
く
潔
い
。
た
だ
用
語
に
つ

い
て
は
当
時
と
し
て
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
な
が
ら
、
読
む
者
は
刊
と
印
と

の
使
い
分
け
に
留
意
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
原
典
と
複
製
と
が
同
規
準
で
並

べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
異
和
感
を
持
つ
読
者
も
お
ら
れ
る
か
と
思
う
。

一
人
の
古
書
愛
好
家
が
自
ら
購
入
し
蒐
集
し
た
書
物
を
参
考
書
・
工
具

書
を
用
い
、
自
ら
の
眼
と
手
で
類
別
し
解
題
を
書
く
。
こ
の
翻
印
が
そ
の

一
の
紙
碑
と
も
な
れ
ば
幸
で
あ
る
。

― 226 ―


